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総
務
環
境
部
会
だ
よ
り 

部
会
長 

大
西
毅
彦 

引
続
き
総
務
環
境
部
会
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
た
く
こ
と
に
な
り
、
皆
様
方
の
更
な

る
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

今
年
度
の
総
務
環
境
部
会
の
活
動
方
針

と
致
し
ま
し
て
は
、
地
域
内
の
環
境
整
備
の

充
実
を
図
る
こ
と
を
主
に
、
地
域
住
民
の
憩

い
の
場
と
な
っ
て
お
り
ま
す
農
村
公
園
の

維
持
管
理
や
、
引
き
続
き
地
域
の
空
き
家
対

策
に
取
り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
成
ら
な

い
と
、
考
え
て
お
り
ま
す
。  

              
 

事
業
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
２
回
の

農
村
公
園
の
草
刈
り
や
、
公
園
内
の
樹
木
の

防
除
、
並
び
に
公
園
花
壇
植
栽
の
実
施
、
女

性
部
に
よ
る
廃
品
回
収
を
年
３
回
実
施
す

る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
令
和
元
年
度
に
生
活
安
全
部
会
と

連
携
を
図
り
、
地
区
内
の
空
き
家
や
用
水
の

危
険
個
所
な
ど
の
現
地
調
査
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
に
基
づ
き
、
令
和
２
年
度
か
ら
は
、

住
民
自
治
推
進
交
付
金
事
業
の
地
域
事
業

の
一
環
と
し
て
、
「
空
き
家
等
地
域
対
策
推

進
員
」
を
地
域
で
定
め
、
そ
の
推
進
員
の
方

を
中
心
に
、
空
き
家
追
跡
調
査
を
今
年
度
も

実
施
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
関
係
で
実

施
を
見
送
り
ま
し
た
「
新
年
の
集
い
」
に
つ

き
ま
し
て
は
、
地
元
の
安
達
県
議
会
議
員
様

を
お
招
き
し
て
、
実
施
す
る
予
定
に
し
て
お

り
ま
す
。 

な
お
、
総
務
環
境
部
会
と
し
て
は
、
地
域

内
の
様
々
な
環
境
整
備
の
把
握
に
努
め
る

と
共
に
、
現
在
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
「
市
道
苗
島
・
安
清
線
歩
道
新
設
工
事

の
更
な
る
促
進
な
ど
、
必
要
に
応
じ
関
係
機 

関
に
対
し
要
望
活
動
を
実
施
し
、事
業
の
推

進
に
積
極
的
に
繋
げ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

副
部
会
長 

 
 

佐
々
木
外
茂
美 

活
動
推
進
委
員  

・
三
清
西
区
長    

齋 

藤  

茂 

・
森
清
区
長 

 
 

古 

川  

雅 

治 

・
安
清
区
長 

 
 

水 

上  

外 

志 

 
・
江
田
区
長 

 
 

作 

家  

重 

徳 
・
雨
潜
区
長 

 
 

柳 

瀬 

章 

 

・
野
原
区
長 

 
 

吉 

田  

茂 

夫 

・
花
と
緑
の
銀
行
頭
取 

院
田

豊
次

郎 

・
事
務
局 

 
 

 

片

山

義

昭 

【 

総
務
環
境
部
会
年
間
事
業
予
定 

】 

■ 

農
村
公
園
樹
木
防
除  

( 

４
月
３０
日
・
７
月
中
旬 ) 

■ 

農
村
公
園
草
刈
り 

 
 

 
( 

６
月
５
日
・
７
月
２４
日 ) 

■ 

農
村
公
園
花
壇
植
栽 

    

・
花
と
緑
の
銀
行 ( 

６
月
５
日 ) 

   
 

・
延
寿
会 

 
 

 ( 

６
月
６
日 ) 

 
 

 

   
 

・
女
性
部 

 
 

 ( 

６
月
６
日 ) 

■ 

廃
品
回
収  

( 

５
月
９
日
・
８
月
１
日
・
１２
月
５
日 ) 

■
高
瀬
ふ
れ
あ
い
体
育
館
植
樹
帯
剪
定 

 
 

 
 

 
 

  
 

 ( 

６
月
１９
日 ) 

■ 

空
き
家
追
跡
調
査 ( 

６
月
２６
日 ) 

■ 

新
年
の
集
い
（
令
和
４
年
１
月
中
旬 )  

 

南
砺
市
土
地
改
良
区 

高
瀬
西
地
区
委
員
会
設
立 

３
月
２６
日
合
併
予
備
契
約
調
印
が
行
わ

れ
、総
代
会
で
承
認
後
合
併
す
る
予
定
で
す
。 

今
回
の
合
併
に
よ
り
、
運
営
の
合
理
化
に
よ

る
経
費
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
総
代
・
理
事
が
１
／
３
以
下

に
減
少
す
る
為
、
土
地
改
良
区
と
組
合
員
と

の
意
思
疎
通
が
十
分
図
れ
な
い
事
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。
福
野
町
土
地
改
良
区
で
は
、
選

挙
区
ご
と
に
地
区
委
員
会
を
設
立
し
、地
区

が
主
体
と
な
っ
て
維
持
管
理
の
体
制
強
化

を
図
る
事
に
な
り
ま
し
た
。 

高
瀬
西
地
区
は
総
代
及
び
理
事
と
地
域

事
情
に
精
通
さ
れ
た
各
集
落
区
長
か
ら
な

る
地
区
委
員
会
を
設
立
す
る
予
定
で
す
。 

総 

会 

開 

催 

去
る
４
月
１０
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
た
め
、
総
会
に
代
わ
り
理
事
会
決
議
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
マ
ス

ク
・
消
毒
・
検
温
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
し

た
う
え
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
、
二
年
度
の
事
業
・
決
算
の
報

告
、
三
年
度
の
事
業
・
予
算
の
計
画
に
つ
い

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

出
席
者
３９
人 

委
任
状
２１
人 

議
長 

 
 

 
 

水
上
外
志
氏 

議
事
録
署
名
人 

作
家
重
徳
氏 

 
 

 
 

 
 

 

柳
瀬 

章
氏 

 

本
年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

人 

事 

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

浦
山 

道
春
（
安
清
） 

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
地
区
委
員
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

森
田 

大
輔
（
安
清
） 

 

編 

集 

委 

員 
 

中
井
邦
夫
・ 

中
嶋 

彰
・
安
田
友
明
・

重
倉
博
志
・
佐
々
木
外
茂
美
・
片
山
義
昭 

一
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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令
和
三
年
度
ス
タ
ー
ト 

 
 

 
 

 
 

協
議
会
長 

中
井
邦
夫 

日
頃
高
瀬
西
地
域
づ
く
り
協
議
会
活
動

に
ご
支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

先
月
４
月
１０
日
、
定
期
総
会
に
お
い
て

引
き
続
き
重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、
協
議
会
活
動
の
主
行

事
が
こ
と
ご
と
く
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
、
大
変
残
念
な
一
年
と
な
り
ま
し
た
、
そ

れ
で
も
、
各
部
会
に
お
い
て
は
、
三
密
を
避

け
、
感
染
防
止
対
策
を
と
り
な
が
ら
、
内
容

を
変
え
て
最
低
限
の
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

こ
の
た
め
、
こ
の
一
年
、
地
区
民
の
集
ま

り
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、地
域

の
ま
と
ま
り
や
絆
が
薄
れ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。 

一
方
で
は
、
交
流
セ
ン
タ
ー(

旧
公
民
館)

の
施
設
修
繕(

非
常
灯
・
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明)

・
備

品
更
新(

防
災
発
電
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
飛
沫
防
止
板
・
検
温

計)

な
ど
懸
案
課
題
の
い
く
つ
か
を
実
現
で

き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

さ
て
、
今
年
度
は
、
ま
ず
従
来
の
活
動
を

取
り
戻
す
計
画
を
た
て
て
い
ま
す
が
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
が
沈
静
化
の
目

途
が
見
え
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
都
度
、
状

況
を
勘
案
し
つ
つ
理
事
会
に
諮
り
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
と
し
、地
区
民
の
皆
様
に

は
、
ち
ら
し
や
広
報
誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

よ
り
お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。 

南
砺
市
で
も
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
早
期
の
終
息
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

地
域
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
市
道
安
清

苗
島
線
歩
道
工
事
は
、
ス
ー
パ
ー
農
道
交
差

点
付
近
が
完
成
し
た
こ
と
か
ら
、い
よ
い
よ

地
区
内
工
事
に
着
手
さ
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
高
齢
者
生
活
支
援
の
除

排
雪
・
移
動
手
段
や
、
最
近
で
は
火
災
の
多

発
な
ど
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

解
決
に
向
け
て
、
地
域
で
話
し
合
い
、
実
行

で
き
る
こ
と
は
地
域
で
推
し
進
め
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
が
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

市
・
県
へ
と
届
け
る
こ
と
も
必
要
で
す
。 

協
議
会
で
は
、
福
野
地
域
出
身
の
県
議
・

市
議
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
、福
野

地
域
の
問
題
を
要
望
し
て
い
く
機
会
を
と

ら
え
て
提
案
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

地
区
民
の
皆
様
に
は
、
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

ふ
る
さ
と
広
報   

《
第
７
号
》 

高
瀬
西 

令
和
三
年
五
月
二
十
五
日
発
行 

 

高
瀬
西
地
域
づ
く
り
協
議
会 

南
砺
市
森
清
三
一
四
八
番
地 

高
瀬
西
交
流
セ
ン
タ
ー
内 

〇〇〇〇(〇〇〇）くん 
グランドでたくさん
運動したいです 

〇〇〇〇(〇〇〇）くん 
お勉強とお手伝い頑張
ります 

〇〇〇〇(〇〇〇）くん 
お手伝い頑張ります！ 

〇〇〇〇(〇〇〇）くん 
1 年生になったら新し
い友達たくさんつくり
たいです 
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生
涯
学
習
部
会
だ
よ
り 

部
会
長 

寺
井
克
明 

令
和
二
年
度
の
生
涯
学
習
部
会
に
お
け

る
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

予
防
に
よ
り
、
運
動
会
・
納
涼
祭
が
中
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
秋
の
文
化
祭
に
つ
い
て
は
、

感
染
症
対
策
を
講
じ
つ
つ
規
模
を
縮
小
し

一
週
間
の
日
程
に
て
展
示
の
み
で
開
催
を

い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
体
力
測
定
会

は
昨
年
と
同
様
な
形
式
で
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
実
行
委
員
会

に
て
開
催
の
有
無
を
慎
重
に
検
討
を
し
た

結
果
で
あ
り
、
中
止
に
つ
い
て
は
苦
渋
の
選

択
で
し
た
。 

さ
て
、
本
年
度
は
昨
年
度
よ
り
は
回
復
の

兆
し
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん

と
慎
重
に
検
討
し
、
何
ら
か
の
形
で
地
区
民

の
皆
さ
ん
が
集
い
楽
し
め
る
た
め
の
方
策

を
と
り
、
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。 

【
生
涯
学
習
部
会
役
員
】 

副
部
会
長 

中
嶋 

彰 

（
野
原
） 

 

 

活
動
推
進
委
員  

岡
本 

覚
昌
（
三
清
西
） 

 

大
居 

裕 

（
森
清
） 

 
 

 

北
村 

泰
弘
（
安
清
）
新 

 
 

村
中 

幸
一
（
江
田
）
新 

 

中
村 

吉
宏
（
雨
潜
） 

 
 

 

 

佐
々
木
和
人
（
野
原
）
新 

 

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員 

 

北
堀 

一
彦
（
三
清
西
） 

 
 

中
道 

誠 

（
野
原
） 

 
 

 

事
務
局 

 

中
山 

京
子
（
安
清
） 

 

【 

生
涯
学
習
部
会
年
間
予
定 

】 

■ 

文
化
祭 (

１１
月
６
、
７
日 ) 

■ 

左
義
長 ( 

１
月
９
日 ) 

■ 

健
康
測
定 (

２
月
２７
日 ) 

■ 

ワ
イ
ワ
イ
学
園
（
内
容
検
討
中
） 

以
上
の
活
動
で
す
が
、
多
く
の
方
々
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
三
年
成
人
式 

３
月
１４
日 

ヘ
リ
オ
ス 

今
日
成
人
式
を
迎
え
て
、私
は
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。 

中
学
校
の
同
級
生
と
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
て
、
社
会
人
と
な
り
責
任
を
持
っ
て
い
る

人
や
将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
勉
学
に
励
む

者
な
ど
様
々
な
ひ
と
が
い
ま
し
た
。 

私
は
、
こ
の

成
人
式
を
境

に
大
人
と
し

て
の
責
任
を

持
ち
生
き
て

い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま

す
。 

 
 

安
清 

四
辻
悠
一
郎 

本
年
、
高
瀬
西
地
区
で
は
、
３
名
が
成
人

さ
れ
ま
し
た
。 

 

福
祉
推
進
部
会
だ
よ
り 

部
会
長 

安
田
友
明 

昨
年
一
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
事
業

も
い
く
つ
か
中
止
に
な
り
、
本
年
度
も
年
間

予
定
を
立
て
ま
し
た
が
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
者
が
急
増
し
て
い
る
今
、早
く
終
息
し

事
業
全
体
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
。
各
事
業
に
対
し
、
事
前

に
案
内
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

【
福
祉
推
進
部
会
役
員
】 

副
部
会
長 

 
 

大
坪 

好
野
（
江
田
） 

 
 

（
民
生
・
児
童
委
員
） 

福
祉
推
進
委
員 

中
川
志
保
子
（
三
清
西
） 

 
 

 
 

 
 

 

前
田 

節
子
（
森
清
） 

 
 

 
 

 
 

 

大
西 

晶
子
（
安
清
） 

 
 

 
 

 
 

 

片
山
み
ち
よ
（
江
田
）
新 

 
 

 
 

 
 

 

中
村
世
津
子
（
雨
潜
）
新 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吉
田 

博 

（
野
原
）
新 

サ
ロ
ン
代
表 

 

竹
田 

幸
子
（
三
清
西
） 

健
康
ボ
ラ
代
表 

中
田 

正
子
（
安
清
）
新 

食
改
推
進
代
表 

前
田 

信
子
（
森
清
）
新 

事
務
局 

 
 

 

大
西 

晶
子
（
安
清
） 

以
上
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
福
祉
推
進
部
会
年
間
予
定
】 

 
い
っ
ぷ
く
サ
ロ
ン(

週
一
サ
ロ
ン)

、
巡
回

健
康
体
操
、
高
齢
者
招
待
会
、
敬
老
会
等
を

予
定
し
て
お
り
、
各
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は

改
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

高
齢
者
招
待
会(

昨
年)

の
中
止 

 

年
２
回
の
皆
様
の
交
流
の
場
と
し
て
、
楽

し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
三
月
の
招
待
会
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息
が
見

え
ず
三
密
回
避
の
た
め
中
止
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

地
域
食
堂
事
業
の
配
食
実
施 

 

３
月
７
日
地
域
食
堂
モ
デ
ル
事
業
を
利

用
し
、
７５
歳
以
上
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者

の
み
世
帯
を
対
象
に
、
希
望
さ
れ
る
方
に
昼

食
を
各
集
落
福
祉
推
進
員
の
方
か
ら
配
食

し
ま
し
た
。 

 
 

 

 

健
康
体
力
測
定
会 

生
涯
学
習
部
会
・
福
祉
推
進
部
会
共
催 

２
月
２８
日
、
地
区
住
民
（
主
に
中
高
年
）

を
対
象
に
健
康
体
力
測
定
会
を
開
催
し
ま

し
た
。 
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昨

年

に

続
き
２
回

目
で
あ
り

ま
す
が
、
た

く
さ
ん
の

方(

参
加
者

５４

名)

に

体
力
測
定

に
来
て
い

た
だ
い
た
こ

と
に
感
謝
し

ま
す
。
特
に
、

家
族
で
来
て

い
た
だ
い
た

方
に
は
ふ
れ

あ
い
が
で
き

た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う

か
。
今
回
、
コ

ロ
ナ
禍
の
な

か
で
来
た
く
て

も
来
ら
れ
な
か

っ
た
方
も
お
い

で
で
し
ょ
う
が
、

来
年
も
引
き
続

き
継
続
す
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

来
年
は
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
、
た
く

さ
ん
の
方
が
参

加
で
き
る
よ
う

に
願
う
ば
か
り
で
す
。 

生
活
安
全
部
会
だ
よ
り 

部
会
長 

重
倉
博
志 

今
年
度
よ
り
、
生
活
安
全
部
会
長
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

前
部
会
長
の
前
田
和
彦
さ
ん
に
は
、
長
年

に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

さ
て
、
新
年
度
も
始
ま
り
ま
し
た
が
昨
年 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
予
定
し
て 

お
り
ま
し
た
行
事
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

本
年
に
お
き
ま
し
て
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
終
息
す
れ
ば
防
災
避
難
訓
練
を
実
施

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

四
月
に
南
砺
市
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
対
策
会

議
が
あ
り
ま
し
た
、
昨
年
ク
マ
の
出
没
に
よ

り
南
砺
市
で
二
人
の
ケ
ガ
人
が
出
ま
し
た
。 

山
へ
の
山
菜
採
り
な
ど
で
山
入
る
時
に
は
、

二
人
以
上
で
ク
マ
撃
退
ス
プ
レ
ー
、
大
き
な

音
の
な
る
物
ラ
ジ
オ
な
ど
を
持
っ
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
ク
マ
の
痕
跡
を
発
見
し

た
場
合
は
速
や
か
に
離
れ
て
く
だ
さ
い
の

事
で
し
た
。 

さ
い
ご
に
私
ご
と
で
す
け
ど
初
め
て
部

会
長
と
い
う
こ
と
で
、
こ
ん
ご
皆
様
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
生
活
安
全
部
会
役
員
】 

副
部
会
長 

 

北
村 

竹
司
（
安
清
） 

推
進
委
員 

 

齋
藤 

和
博（
三
清
西
） 

 
 

 
 

 
 

寺
井 

豊 

（
森
清
） 

 
 

 
 

 
 

橋
爪 

和
也
（
安
清
） 

村
中 

紀
光
（
江
田
） 

 
 

 
 

 
 

柳
瀨 

章
次
（
雨
潜
） 

 
 

 
 

 

吉
田 

高
司
（
野
原
） 

消
防
分
団
長 

大
居 

勝  

（
森
清
） 

交
通
安
全
協
会
分
会
長 

 
 

 
 

 

柳
瀨 

政
夫
（
雨
潜
） 

事
務
局 

 

片
山 

義
昭
（
江
田
）
再 

 

 

南
砺
市
消
防
団
福
野
方
面
団 

高
瀬
西
分
団
長 

 

大
居 

勝 

日
頃
消
防
団
活
動
へ
の
ご
理
解
ご
協
力

ご
支
援
の
ほ
ど
大
変
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
よ
り
、
様
々
な
行
事
・
団
体
活
動
が
自

粛
さ
れ
て
お
り
寂
し
い
限
り
で
す
。
こ
の
よ

う
な
事
態
は
消
防
団
活
動
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、本
来
で
あ
れ
ば
高
瀬
西
分
団

は
、
昨
年
南
砺
市
操
法
大
会
へ
の
出
場
当
番

で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
、今
年
に
持

ち
越
さ
れ
ま
し
た
。
が
、
今
年
も
ま
た
同
じ

く
南
砺
市
操
法
大
会
の
中
止
が
決
定
い
た

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
福
野
方
面
団
と
し
て

も
た
だ
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
る
だ
け
で
な

く
、よ
り
実
践
に
近
い
ブ
ラ
イ
ン
ド
訓
練
や
、

福
野
・
井
波
合
同
の
火
災
訓
練
、
事
前
に
住

宅
密
集
地
火
災
を
想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
、
参
加
人
数
の
制
限
等
、
色
々

と
工
夫
を
し
な
が
ら
い
ざ
と
い
う
時
に
対

応
で
き
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
我
々
が
住
む
富
山
県
と
い
え
ば
、

海
あ
り
山
あ
り
と
自
然
豊
か
で
あ
り
な
が

ら
、
自
然
災
害
は
少
な
く
、
大
変
住
み
よ
い

と
こ
ろ
だ
と
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。暮
ら
し
や
す
い
と

い
え
ば
、火
災
の
発
生
件
数
の
少
な
さ
も
挙

げ
る
こ
と
が
出
来
る
か
と
思
い
ま
す
。富
山

県
は
過
去
２９
年
連
続
（
１
９
９
１
年
～
２

０
２
０
年
）、
出
火
率
全
国
最
少
を
継
続
記

録
し
て
お
り
ま
す
。防
ぎ
よ
う
の
な
い
自
然

災
害
と
違
っ
て
、
日
頃
か
ら
の
チ
ョ
ッ
ト
し

た
気
配
り
や
習
慣
で
、
火
災
の
発
生
は
防
ぐ

こ
と
が
出
来
ま
す
。
逆
を
言
え
ば
、
チ
ョ
ッ

ト
し
た
気
の
緩
み
や
不
注
意
か
ら
火
災
が

発
生
し
、生
命
財
産
す
べ
て
を
失
う
こ
と
も

あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
で
す
。今
年
に
入
っ

て
か
ら
南
砺
市
で
は
す
で
に
１０
件
の
火
災

が
発
生
（
５
／
１０
現
在
）
し
て
お
り
、
４

名
の
負
傷
者
も
出
て
お
り
ま
す
。こ
の
発
生

件
数
は
砺
波
管
内
で
も
突
出
し
て
多
く
、
緊

急
事
態
と
言
え
ま
す
。
我
々
も
、
火
災
多
発

を
受
け
、４
月
下
旬
よ
り
啓
蒙
巡
回
の
強
化

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
、こ
の
緑
豊
か
で
住
み
よ
い
南
砺

市
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
今

一
度『
火
の
用
心
』を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


